
活動報告 

団 体 名 杷木復興支援ベース 

活 動 名 被災者の復興への足掛かりになるためのボランティア活動 

活動期間 2018/09/01 ～ 2018/10/31 

活動の成果 

昨年の九州北部豪雨災害（福岡県朝倉市）で多くのボランティアさんの支援を

受け立ち上がった「杷木復興支援ベース」は、平成 30 年豪雨災害に受けた恩を

「恩送り」として支援活動を実施。朝倉から多くの市民が災害ボランティアへさ

んか、「ありがとう」の気持ちを次に送りそこから、また新しい交流の輪が誕生し

ました。 

先ず、地元福岡県の災害地支援、ボランティアセンターへのサポート等実施し

終了することが出来ました。次に、広島県、愛媛県への支援へ、志同じ団体と巡

り合い共に活動を実施。ボランティアセンター閉所後も多くの家屋の土砂撤去実

施することが出来ました。現在、災害支援（土砂撤去）から地域支援（サロン活

動）へ移行出来てきました。 

現在は、多くのサロン活動にも参加して、朝倉特産「柿、梨」を提供したり、

みかんボランティア（農業支援）に参加し宇和島特産「みかん」を購入して朝倉

市で販売したりと、多方面の支援へ結びつけるようになっています。 

寄付者への 

メッセージ 

先ずは、感謝を 

  「ありがとうございます。」 

 

 支援活動には、思った以上に資金が必要です。 

想いがあっても行動が出来なければ何も伝わりません。その想いを押してくれ

ているのが、寄付して頂いている方です。 

私たちの活動には、同じ想いが二つ乗せられています。だからこそ活動にも身

が引き締まり力に変わります。 

支援の在り方は数多く、災害地活動する支援、災害地に活動者を向かえる支援、

その方々を支えてくれる支援。沢山の力が同じ目的に向かって人を支えていく。

一人が皆の為に、皆が一人の為に。 

 

被災者の方らの「ありがとう」は、皆さんへの「ありがとう」でもあります。 

「本当に、ありがとうございました。」 

（活動のようす） 

 


